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都市構造再編による持続可能なまちづくり
～ 集約型コンパクトシティ形成に向けた取組 ～

令和4年2月1日

夕張市 建設課 都市計画係
係長 佐藤 竜雅

令和３年度 まちづくり活性化セミナー



本日の説明

１. 夕張市の概要

２. コンパクトシティの取り組み

３. 都市構造再編集中支援事業
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 面 積 ／ 763.07㎢

 アクセス ／ 札幌から約60㎞

新千歳空港から約55㎞

 人 口 ／ 7,302人（R3.4.1時点）

 基幹産物 ／ 夕張メロン
（R2：生産量 3,795ｔ、生産額 223,9百万円）
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夕張市のご紹介C i t y
Yubari

令和３年初競り

２玉 270万円

ふるさと納税

１玉 1万円 ～
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時代背景C i t y
Yubari

夕張、苦（食う）ばり、坂ばかり、ドカンとくれば死ぬばかり

炭鉱から観光へ ～ バリバリ夕張 ～

全国最低の行政サービス、全国最高の市民負担

炭 鉱
M21（1888）

～H2（1990）

観 光
S54（1979）
～H17（2005）

破 綻
H18（2006）
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人口の推移C i t y
Yubari
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最多人口
11.7万人

現在
0.8万人

高齢化率
52％

5％
年少人口率
5％

37％

財政破綻
（2006年）

1.3万人

12％

40％

13％

18％

炭鉱消滅
2.1万人

観光へ
4.2万人

20％

9％

炭鉱

観光 財政再生

ピーク人口の
約7％まで減少
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都市の現状・課題C i t y
Yubari

国立社会保障・人口問題研究所、国土数値情報500mメッシュ別将来推計人口（H30国政局推計）、夕張市地域別人口統計（住民基本台帳）を基に作成

2020年人口
7,682人

2040年人口
2,882人

炭鉱の発展とともに広域分散した都市形成
炭鉱閉山・財政破綻により人口が激減、少子高齢化が加速
生活不安の増加、地域コミュニティが崩壊の危機



滝ノ上地区

楓･登川地区

富良野方面
岩見沢方面

帯広方面

札幌・千歳方面

栗山方面

南部地区

本庁地区

清水沢地区

真谷地地区

紅葉山地区
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集約型コンパクトシティC i t y
Yubari

都市機能及び居住の誘導

若菜、清水沢、紅葉山

都市機能・居住誘導区域を設定

地域コミュニティの維持

本庁、南部、真谷地、楓・登川
（本庁の一部に居住誘導区域を設定）

第一次産業を支える生産空間の維持

富野、沼ノ沢、滝ノ上
（沼ノ沢に居住誘導区域を設定）

拠点地区

地域再編
地 区

生産地区

人口密度の目標値

居住誘導区域内 4.1人／ha（2040年推計値）

目標値 7.2人／ha（2015年用途地域内人口密度）

誘導施策により 約900人 を居住誘導区域に誘導

富野地区

若菜地区

～20年後（2040年）を見据えた将来都市構造～

広域連携軸

都市骨格軸

沼ノ沢地区



10

居住・都市機能の整備C i t y
Yubari

デマンドバス

タクシー乗車代金補助

路線バス転換

拠点複合施設りすた

2011～ 市営住宅再編事業

2016～ 都市拠点整備事業

認定こども園

市営･道営歩団地

2014～ 民間賃貸住宅建設促進事業

建設戸数 112 戸

民間賃貸住宅

若 菜 16 戸
清水沢 86 戸
紅葉山 10 戸

移転建替え
４団地 181戸

団地内集約
14棟 252戸 ➡ 8棟 108戸

（道営住宅 ２団地 57戸）

石勝線（夕張～新夕張間）の鉄道事業廃止

滝ノ上地区 楓･登川地区

南部地区

若菜地区

清水沢地区

真谷地地区

紅葉山地区

令和2年度 北海道赤レンガ建築賞
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現在位置
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事業の背景及び課題C i t y
Yubari

地域医療バランスなどを考慮し、若菜地区に移転を決定

 高齢者の高い転出率

 市外での外来受診が増加傾向

 生活習慣病等の発症が増加傾向

 施設の著しい老朽化と耐震性能不足

 高齢化率が50％を超える
 医療・介護の複合的ニーズへ対応する段階
 民間医療施設の閉鎖により医療空白地帯が発生

若菜地区



目指す姿：医療・介護を核とした暮らしやすい生活環境を形成

地区の現状及び将来ビジョンC i t y
Yubari
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市営住宅団地

市営住宅団地

集会施設

移転場所

主要道道夕張岩見沢線

主要道道札幌夕張線

高齢者施設
(社会福祉協議会)

運動公園

バスターミナル

市営住宅団地

総合体育館

北海道高等養護学校

グループホーム

地域医療・介護・健康のコミュニティづくり
スポーツ・運動を通じた地域交流の促進



住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができる環境の整備
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目標及び整備方針C i t y
Yubari

ⅰ 持続可能な地域医療・介護サービスの
提供拠点づくり

一般外来受診率の向上
【KPI】 23.3％ ➡ 28.8％

ⅱ 健康寿命の延伸に向けた健康づくり
特定健康診査受診率の向上
【KPI】 38.8％ ➡ 54.0％

ⅲ 地域コミュニティ活動の拠点づくり
地域コミュニティ活動の促進
【KPI】 10回 ➡ 14回



施設整備

主要道道夕張岩見沢線

主要道道札幌夕張線
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若菜地区／都市構造再編集中支援事業の概要C i t y
Yubari

【当初計画】◆ 計画期間：R3年度～R4年度 ◆ 事業区域：19.7ha
◆ 交付対象事業費：3,076.0百万円（国費：1,538.0百万円）

0 100 250 500 1,000
M

情報版整備
事業費：4百万円

市道整備
事業費：137百万円

照明設備整備
事業費：5百万円

歩行支援施設整備
事業費：21百万年

介護医療院（通所）整備
事業費：282百万円

介護医療院（療養）整備
事業費：602百万円

診療所整備
事業費：2,025百万円

提案事業

基幹事業

情報版整備

都市機能誘導区域 事業区域
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若菜地区／市立診療所・介護医療院整備 ①C i t y
Yubari

主要道道夕張岩見沢線

診療所
介護医療院

照明

既存施
（旧学校活用）

遊歩道

（市道認定）

情報版

整 備 内 容

市道 約350Ｍ

情報版 ２基

遊歩道 約70Ｍ

照明設備 ３台

診療所 3,094.46㎡

介護医療院（通所） 431.71㎡

介護医療院（療養） 920.73㎡

照明

照明

遊歩道イメージ

照明イメージ



２階平面

１階平面

地下平面

＜診療所＞
診療科目 総合診療科、循環器内科

整形外科、リハビリテーション科
耳鼻咽喉科、泌尿器科、婦人科、歯科

病床数 一般病床19床

その他 通所リハビリテーション（介護サービス）
訪問看護 他

＜介護医療院＞
併設型小規模介護医療院 定員19名

＜フロア構成＞
２ 階 診療部門、病棟部門、管理部門、供給部門

１ 階 外来部門、診療部門、薬剤部門、
救急部門、管理部門、供給部門

地下１階 管理部門、供給部門、機械部門
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若菜地区／市立診療所・介護医療院整備 ②C i t y
Yubari

基幹事業（診療所部分）

基幹事業（介護医療院・通所部分）

提案事業（介護医療院・療養部分）

※ 着色していない部分は共用部として事業ごとに面積按分

【通所】
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若菜地区／効率的なサービス提供・施設規模の適正化C i t y
Yubari

医業経営コンサルタントとは
医療・介護・福祉提供体制の基本となる、医療機関等の基本的基準について規定した関係法令等を遵従することに

よって、プロフェッショナルとして連携と協働ができる仕組みに基づき、有効かつ効率的な医業経営の成果をあげる
ことに寄与する者。（公益社団法人 日本医業経営コンサルタント協会 ホームページより抜粋）

専用部分
共用部分 計

診療所 介護(通所) 介護(療養)

既 存 施 設 2,417.00 133.00 1,131.00 2,340,00 6,021.00

新 施 設 835.26 116.85 248.82 3,245.97 4,446.90

差 ▲1,581.74 ▲16.15 ▲882.18 905.97 ▲1,574.10

施設規模の検討

医業経営コンサルタントを活用 （日本医業経営コンサルタント協会北海道支部 認定登録）

・施設整備における課題抽出

・運営面、利用者目線のニーズ把握

指定管理者にヒアリング

移転改築協議会で意見聴取

基本計画・設計
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若菜地区／民間資金等の活用C i t y
Yubari

ⅰ 事業総コスト
・市の負担実額が増加
➡ 財政再生計画への影響が大

ⅱ 事業スケジュール
・実施期間の確保が困難
➡ 事業の遅延が懸念

ⅲ 事業者の確保
・地元企業の現況から困難
➡ 確保できなかった場合に

事業の遅延が懸念

∴民間資金等の活用は困難であると判断

＜各事業方式の一般的な特徴＞

 公共施設の建設に係るＰＦＩ方式などの
一般的な事業実施手法の特徴を整理

 市における導入デメリット・リスクを整理
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若菜地区／事業スケジュールC i t y
Yubari

～H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

検討
協議

設計
工事

補助
事業

基本計画 基本設計 実施設計 建設工事

‣医療保健対策協議会（ H23～H26）

移転改築協議会 ・ 指定管理者ヒアリング

‣市立診療所の役割・機能等の協議・検討

‣プロポーザルにより事業者決定 ‣一般競争入札により施工者決定

医療機器等選定委員会

集約都市形成支援事業

‣都市計画マスタープランの見直し
‣立地適正化計画の策定

都市構造再編集中支援事業

供

用

開

始

公 表
R3.3.31

（年度）
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若菜地区／計画事業費及び財源の内訳C i t y
Yubari

（百万円）

※ 業務委託費（基本計画、基本設計、実施設計等）及び事務等経費は除く。
※ 施設整備費に医療機器及び備品等は含まれていない。
※ 財源内訳の地方債は概算で算出している。

事業 細項目
交付対象
事業費

財源内訳

国費

地方債

過疎対策
事業債

介護ｻｰﾋﾞｽ
事業債

道路 市道 137.0 68.5 68.5

地域生活基盤施設 情報版 4.0 2.0 1.7 0.3

高質空間形成施設
歩行支援施設 21.0 10.5 8.9 1.6

照明設備 5.0 2.5 2.5

誘導施設
診療所 2,025.0 1,012.5 1,012.5

介護医療院（通所） 282.0 141.0 70.5 70.5

基幹事業 計 2,474.0 1,237.0 1,164.6 72.4

地域創造支援事業 介護医療院（療養） 602.0 301.0 150.5 150.5

提案事業 計 602.0 301.0 150.5 150.5

事 業 費 合計 3,076.0 1,538.0 1,315.1 222.9



暮らし続けられる 環境づくり暮らした くなる 魅力づくり
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コンパクトシティの更なる推進C i t y
Yubari

にぎわいの創出

医療・福祉・健康の充実

地域産業・観光の充実

ニーズに応じた住環境

移動手段の維持・充実

地域住民との対話


